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羽.研 究 報 告 (日本語、 文は英語で書いて下さい。 2. 000字程度で記載して下さい。)

【目的】糟原病とはインスリンが絶対的または相対的に不足状態による体内代謝異常である。日本の死因統語lこ嘉二面である心疾患

と第三位の脳血管障害に関与している増悪要因のーっとして、糖尿病が挙げられる。生体には、インスリンと同モル濃度で同時に分

過されている Cペプチドはこれまでインスリン依存性糖尿病恩者の残存するインスリン分泌能の指標としてのみ利用され、内分溜代

謝的生物的活性を有しないとみなされていた。しかしながら、最近、旧DM患者のインスリン治扇面際三二PE制面 (CP)を併用投

ー与することで、短期面亡証ミヲ己アルブミン尿の消失やhyperfiltrationの改善瓦長期前t.:t;l:Hb雨己の面下がみとめられ、 CPの臨床

的有用性が注目されている。我々はすでに糖尿病ラットにヒトCPを投与し、血中濃度が生理的レベルの10倍以上に達した際に、イ

ンスリン抵抗性が改善された成績を報告した。今回は、生理的濃度のラット CPを糖原病ラットに投与し、 invivoでのインスリン作

用に及ぼす諺書記うhて、検討を加3{た。 【方法]対象はSTZ(60mg/kg)糖原諸i(DM丙ッド訂匹吾よぴ雇常(HC)ラット7匹であり、

インスリン注入率3刈L)および30.O(H)mU/kg/min のsequentialeuglycemic clamp法を各90分、連続的に無麻酔下で実施した。フツ

卜cpIとEを吾云己而ヲ''Y両副iこ語読注末し厄面nmol/kg/min):l色のヲ''Y1-1;1:主食麗与とした。 clamp後半30分間のglucose

metabolic clearance rate(MCR)を算出し、個体のインスリン作用(sens而vityand/o丙民向日両日ess)而福葎とした。なお、ラット

CP 濃度はenzymeimmuno-assay法にて測定じ元。 【成績11血糖値(BS;mg/dl)、血摂インスリン濃度(IRI;戸iU/ml):DMl群において

空腹時レベルは236:::!:17であり、 clamp中のBSはCP投与の有無にかかわりなく、 DM群は140前後に維持さ瓦;一一方， H亘書事立主雇

時レベルに保たれた (67+4)。しおよびH-clamp中の間は各々40、400前後に達した。 2、血清 CP濃度(ng/mlf:DM群の空麗時

レベルは0.6:::!:0.1であり、 HC群の1.7:::!:0.2に比して、有意に低値であった (p<0.05) 0 DM群にcpIあるいはEを持続投与し元語

果、 1.3:::!:0.3とHC群のレベルに歪った。 3、MCR(ml/kg/min):レclamp法より得られたDM群のMCRは7，6:::!:0.9であり、 HC群の

16.3:::!:2に比して有意に抵値であった (pく0.05) 0 CP 1あるいはUの投与により、各々16.9:!:3.3、15.0土1.7に有意に増大し (p<

0.05)、HC辞のレベルまでに主った。 H-clamp沼では、 DMフットのMCR(34.2土3.6)は、 HC群 (62.0土1.5)に比して有意に低

値であったゆく0.01) 0 CP 1あ会いは11の投与により、 DM辞のMCRは否々 44.9土4.2、38.3:::!:4.0と有意に増大したが(p<0.05)、

HC評のレベルまでには盆bなかった。 l栢詰JCPはこれまで内分泌代謝学的に不泊性の物質とみなされていた。しかしながら、今

回の棋討成績によれは、笠埋悶レベルまでに達したCPは旧DMにみられる海諸Sしたインスリン作用を増大させる可能性を有する。

VII. 指導教官の意見

李玲君は中国では、臨床的な研究を行っていた。現在は、名古屋大学大学院院掌研罪科大掌院.l:j::)-1，ア、rc'-Dfmtinp. 

のインスリン作用に及ぼす影響に関する検討」というテーマを中心に研究活動存行っている n このテーマはスウ T ーヂ

ンのカロリンスカ研究所との共同研究であり、私共の分野でのトピックスの一つであ旬、一日私早い宰玲君の研現の威

就を希望している。李君は勉学意欲は極めて強く、好奇心が旺盛で、庚学研究存行う基礎的な能力ほ+升に有 Lアいろ

ことを確認している。同君は実験担当者として、重要な役割を果たし、これまでに、非物掌的に不活俳古物皆)-み在大

れていたC-peptideが糖尿病にみられる減弱したインスリン作用手増大させる苛能件存有すろこ:介手明らかに Lt.~ _杢

君はすでに 3回トップネームで、日本糖尿病学会で研究成果を発表している。また、研究内容の一部は共著ですでに勢

表されている (ActaPhysiol Scand 1996.157.253-258)。さらに、 トップネームで外国雑誌に投稿論支作成中である n

中国帰国後、関係方面の中国有数の研究指導者となりうる可能性が大きいことを確信している、


